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（３） まちづくりの基本方向
⇒ まちづくりの基本目標として条件・方向

（２） 都市機能導入の可能性検討（１） 現状地域の特性と課題

（４） 整備方向の展開イメージ ⇒ 土地利用・都市基盤導入機能によるパターン展開

・地域の特性
・地域資源
・問題点・課題
・上位計画の位置づけ

【土地利用機能】
・住居系
・農業系
・工業・流通系

【都市基盤機系機能】
・公共交通結節点
・地域防災・災害対策
・公園・緑地

・商業系
・観光系
・その他

・その他・まちづくりの目標
・骨格形成（軸と拠点）

Ｂ 環境住宅・緑地形成型

・公共交通結節拠点
・住宅・緑地主体機能
・地域核公共・公益機能

Ａ 商業・交通拠点形成型

・観光交通結節拠点
・商業・観光主体機能（住含）
・観光・交通公共・公益機能

Ｃ 副都心形成型

・複合交通結節拠点
・住宅・商業・観光総合機能
・副都心公共・公益機能

（４） 整備方向の展開イメージ

Ｃ’ 新地域拠点形成型

・複合交通結節拠点
・地域・広域交流拠点機能
・住宅・商業・観光総合機能

Ｂ 環境住宅・緑地形成型

・公共交通結節拠点
・住宅・緑地主体機能
・地域核公共・公益機能

Ａ 商業・交通拠点形成型

・観光交通結節拠点
・商業・観光主体機能（住含）
・観光・交通公共・公益機能

C 副都心形成型につ
いて事務局で再検討
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■整備方向の検討フロー



■整備方向の検討フロー

（５）整備方向の検討・設定

⇒整備方向の展開イメージを集約・統合した検討を行い、方向を設定する

・地域交通体系の検討
・観光交通体系の検討
・交通結節機能の検討
・土地利用別の導入可能性の検討
・景観形成の検討

（７）計画実現に向けての方針

今
回
の
検
討
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（６）まちづくり基本構想・整備方針（案）

⇒以上の検討に基づき、基本構想・整備方針を作成

・基本理念・基本目標
・土地利用構想（案）



①特性からの課題整理

新たに交通結節点ができる。

人口増加のポテンシャルがある。

営農意向との調整が必要。

工業施設は少ない。

日常の買い物環境は不便。

抜け道としての通過交通が多い。

地域の特性

交通結節機能を活用した、交通体系、観光拠点
形成の検討が必要。

計画対象地区は、市街化調整区域であるため、
土地利用が制限されている。

新興住宅、工業、沿道商業でやや雑然とした土
地利用となっている。

公共交通利便性に欠ける。

地域の課題

川辺のネットワーク構想が進行中。

平城京ゆかりの六条大路に位置する。

杉山古墳など歴史資源がある。

地域資源の特性

交通結節点と新しいまちづくりが期待されてい
る。

「奈良中心拠点」の西南端に位置づけられ、都
市機能の充実が求められている。

史跡大安寺旧境内の保全整備が求められている。

上位計画からの期待
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(１) 現状地域の特性と課題

史跡大安寺旧境内の整備イメージが確立されて
いない

歴史の道が活かされていない。

南の拠点として、地域資源を活用した整備の検
討が必要。

地域資源の課題



②平成30年代半ばの道路等整備想定図

44

(都)桂木南京終線

（
都
）
奈
良
橿
原
線
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(１) 現状地域の特性と課題
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JR奈良駅

京終駅

（
都
）
六
条
奈
良
阪
線

国
道
24
号
バ
イ
パ
ス
線

(都)大森西町線

県道京終停車場薬師寺線

奈良ＩＣ

市道南部第90号線、南部第118号線

大和北道路

未完成

（
都
）
西
九
条
佐
保
線

新駅

凡 例

【整備済み】

京奈和自動車道・大和北道路

直轄国道

県道・主要道・県管理国道

（(都)西九条佐保線は未定）

奈良市道

ＪＲ線

【地下部】

京奈和自動車道・大和北道路

検討対象地区

計画対象地区



（３）まちづくりの基本方向

【課題の集約とまちづくりの基本目標の設定】

集約されたまちづくりの課題 まちづくりの基本目標

 奈良市の交通環境の改善
 新しい奈良市の地域・広域交流拠点形成の可能性大

新たな奈良市の地域拠点の形成
 （仮称）奈良ＩＣ及びＪＲ関西本線新駅の整備を活か

した交通結節点の構築と周辺地域のまちづくりによる
新たな奈良市の地域拠点・観光周遊拠点の形成を図る。

 市街化調整区域のため土地利用が制限されている
 整備に当たっては、安全で安心かつ、環境に配慮した

まちづくりが必要

安全・安心で良好な市街地の形成

 JR関西本線新駅周辺において、環境との調和にも配慮

した、安全・安心で良好な市街地の形成を図る。

 地域の魅力の発掘
 個性的で魅力あるまちづくりによる差別化

歴史・水・緑の魅力あるまちづくりの実現
 歴史的資源（史跡大安寺旧境内、東市など）及び自然

的資源（水辺のネットワークや緑）を活かした魅力あ
るまちづくりの実現を図る。
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新たな奈良市の地域拠点の形成

(仮称)奈良IC、新駅、道路等の整
備を活かした交通結節点の構築

まちづくりによる新たな地域拠点
の形成

基本目標

安全・安心で良好な市街地の形成

無秩序な市街地形成を抑制

環境との調和にも配慮

歴史・水・緑の魅力あるまちづ
くりの実現

歴史的資源、自然的資源を活か
した魅力あるまちづくりの実現



6

(５)整備方向の検討・設定 －地域交通体系の検討

奈良市南部地域の利用客を集客し、近鉄奈良駅、
JR奈良駅への集中を緩和する。

徒歩圏、路線バス圏の交通機能分担を行う。

１ｋｍ以内を徒歩、その外縁部に対し、路線バス
による交通機能分担を行う。

【地域交通のイメージ図】
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(５)整備方向の検討・設定 －地域交通体系の検討

バス交通

■奈良交通バス路線図と再編の検討

ＪＲ関西本線新駅

④南部路線の再編

①従来路線の継続・再編

②西ノ京路線の新設・再編

はＪＲ奈良駅西口からの路線

はＪＲ奈良駅東口からの路線
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③ならまち路線の継続・再編路線バスは奈良交通が運行。

バス路線ＪＲ奈良駅、近鉄奈良駅を起点とし、
中心市街地に集中。

現状

新駅により大阪方面への通勤等の利便性が向上。

バス路線の新設により奈良市南部の利用客を新
駅に集客。

ＪＲ奈良駅、近鉄奈良駅の利用分散に寄与。

整備の考え方

従来路線、西ノ京路線、ならまち路線、南部路
線等との連携を意図した路線の再編を検討

奈良交通との協議等調整が必要。

新駅発着路線バスの今後の検討と課題
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観光交通体系の検討

(５)整備方向の検討・設定 －観光交通体系の検討

※上記割合は、アンケート複数回答に対する回答割合。4%以上のみ記載
出典：平成25年10・11月木簡型一日フリー乗車券購入者アンケート調査
奈良中心市街地の周遊状況

目的

整備の考え方

奈良市の観光利便性の向上（路線バスや循環バス）。

利用者の増加による周辺の活性化（多様な交通手段の観
光ルートを整備）。

観光客の増加（Ｐ＆Ｒによる多様な交通手段の確保）。

新たな循環（現在希薄な奈良公園界隈～西ノ京界隈を交
通結節点を介し循環）。

交通結節機能を活かした観光周遊拠点を整備する。

新たな観光周遊拠点の形成により、JR奈良駅・近鉄奈
良駅の利用者を分散する。

観光用Ｐ＆Ｒ駐車場の設置により、奈良市中心市街地の
渋滞が緩和されるとともに、京奈和自動車道を利用する
車から、徒歩、自転車、多様な観光循環バスなど様々な
交通手段が選択できる 。

西ノ京ゾーン、平城宮跡ゾーン、奈良公園周辺ゾーン、
大安寺ゾーンを循環する観光ルートを整備する。

循環バスは、全コースを循環する大循環ルート、東側・
西側をそれぞれ半周する小循環ルートとする。

観光用循環バスは、既存路線との整合を図りながらバス
事業者と共に路線を設定する。

循環ルートを整備することで、市内観光地への周遊促進
を図る。

奈良県が検討している県庁バスターミナルの構想と調整
を図る。

自転車は、奈良県が進めている「ならクル」などの自転
車道と合わせて、観光用自転車ルートを整備する

奈良公園と他の観光資源との周遊状況

将来の観光周遊イメージ

新駅

新駅

西ノ京界隈から奈良公園界隈利用
者への利用は5%程度である。

新たな交通結節機能を活かし東西
の観光循環利用向上を図る。
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(５)整備方向の検討・設定 －観光交通体系の検討

西ルート

バス

平均分速
バ ス 0.5㎞/分

凡 例

循環バス

2.3㎞/4.6分

2.6㎞/5.2分

1.7㎞/3.4分

所要時間17.0分

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

西ノ京ゾーン
・薬師寺・西ノ京駅
・唐招提寺

平城宮跡

新大宮駅

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

1.9㎞/3.8分

東ルート

4.3㎞/8.6分

0.8㎞/1.6分

1.3㎞/2.6分

所要時間17.4分

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

奈良公園周辺ゾーン
・ならまち・東大寺

・春日大社
・奈良公園周辺等

近鉄奈良駅

ＪＲ奈良駅

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

2.3㎞/4.6分

大循環ルート

2.3㎞/4.6分

2.6㎞/5.2分

1.7㎞/3.4分

所要時間28.0分

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

西ノ京ゾーン
・薬師寺 ・西ノ京駅
・唐招提寺

平城宮跡

新大宮駅

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

1.0㎞/2.0分

ＪＲ奈良駅

1.3㎞/2.6分

近鉄奈良駅

0.8㎞/1.6分

奈良公園周辺ゾーン
・ならまち・東大寺
・春日大社
・奈良公園周辺等

4.3㎞/8.6分

【効果】

 市内を循環するバスの多様性を向上させることで、市内全体の観光客増加に繋がる。

 計画対象地区のP&R駐車場の利用により観光客を分散させることで、奈良公園周辺
ゾーンの渋滞を緩和することができ、循環バスの定時制が確保できる。
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(５)整備方向の検討・設定 －観光交通体系の検討

西ルート

自転車

平均分速
自転車 0.2㎞/分
徒 歩 0.07㎞/分
（自転車の約3倍
所要時間がかかる）

凡 例

2.0㎞/10.0分

3.2㎞/16.0分

4.0㎞/20.0分

所要時間46.0分

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

西ノ京ゾーン
・薬師寺・西ノ京駅
・唐招提寺

平城宮跡

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

東ルート

4.9㎞/24.5分

4.5㎞/22.5分

所要時間47.0分

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

奈良公園周辺ゾーン
・ならまち・東大寺
・春日大社
・奈良公園周辺等

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

大循環ルート

2.0㎞/10.0分

3.2㎞/16.0分

4.5㎞/22.5分

所要時間71.0分

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

西ノ京ゾーン
・薬師寺

・西ノ京駅 ・唐招提寺

平城宮跡

計画対象地区
・新駅 ・大安寺

奈良公園周辺ゾーン
・ならまち・東大寺
・春日大社
・奈良公園周辺等

4.5㎞/22.5分

【効果】

 交通結節機能を活かし、サイクリング・ウォーキングなど複数の目的を持った観光客
を集約することで、利用者の増加による周辺の活性化に繋がる。

 様々な交通手段で市内の歴史資源を循環することで、老若男女に奈良の都を感じても
らうことができる。

自転車・徒歩
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観光用Ｐ＆Ｒ駐車場

 奈良市中心市街地で観光用駐車台数が不足している。

 鉄道、バス、自転車への交通の転換を誘導することで
奈良市中心部の渋滞緩和が図られる。

 奈良市中心市街地で不足する駐車場容量を補完する駐
車場となる。

【Ｐ＆Ｒ駐車場の考え方】 【現状の観光用Ｐ＆Ｒ駐車場の実績】

(５)整備方向の検討・設定 －観光交通体系の検討

【奈良市中心市街地で不足する駐車場容量】

資料：第11回奈良中心市街地交通処理対策検討委員会

市内の交通渋滞緩和のため、Ｐ＆Ｒの誘導が必要。

180台
200台
250台

※ゾーニングからみたおおよその面積から想定されるP&Rの駐車台数は
約250台であり、上記JR奈良駅駐車場（有料）と同規模である。
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(５)整備方向の検討・設定 －交通結節機能の検討

 新駅の予測乗降客数は、関係機関により現在検討中であるが、駅前広場に必要な機能を考えると次のようにな
る。

■西口広場の機能

※K&R：（ｷｽｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞ）自宅から駅・バス停での家族による送迎

機能 備考

バスバース
・ 路線バス対応（現状の済生会病院～中心市街地路線に加え、西ノ京方面、

奈良市南部方面を想定）

タクシーバース ・ 駅前広場に集約する。

タクシープール ・ タクシー常駐。

乗用車乗降場 ・ K&R。マイカー送迎。

駐輪場

・ 鉄道利用の通勤・通学・買物主体。
・ 広場内に設けるかどうかは検討が必要。

歩行者広場
・ 駅、駅前広場が複合するため、動線の整理が必要。
・地域交通の利用に十分な環境空間が必要。

主に生活用駅前広場を配置

【西口広場】
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(５)整備方向の検討・設定 －交通結節機能の検討

東口広場

 交通結節機能の中で、最も重要な役割を担う
と考えられる。

 観光客対応のバス交通結節点とし、奈良市観
光の南のゲートとして、西ノ京、平城宮跡、
ならまち、奈良公園周辺への各路線（シャト
ルバス）及び新駅を中心とし、観光地と近
鉄・JR各駅を結ぶ循環バス（大循環・小循環
バス）の起点とすべきと考えられる。

 東京方面高速バス及び関空リムジンバスが運
行されているが、いずれも計画地を経由する
ことが可能であるので、(仮称）奈良ＩＣを活
かした高速バス停留所も併設すべきと考えら
れる。

 乗り換え機能のうち、自転車利用を考慮して、
レンタサイクルセンターの併設が考えられる。

機能 備考

バスバース

○観光シャトルバス対応（観光地へ直行）
・ 西ノ京シャトル
・ 平城宮跡シャトル
・ 奈良公園周辺シャトル（奈良公園・東大寺・な

らまち等）
○奈良観光大循環バス対応
・ 新駅～西ノ京～平城宮跡～新大宮駅～
ＪＲ奈良駅～近鉄奈良駅～奈良公園周辺～大

安寺～新駅
○奈良観光小循環バス対応
・西ルート

新駅～西ノ京～平城宮跡～新大宮～新駅
・東ルート

新駅～大安寺～奈良公園周辺～近鉄奈良駅
～ＪＲ奈良駅～新駅

○高速バス（起点ＪＲ奈良駅～奈良市内主要ホ
テル）

・ 関西空港リムジンバス
・ 東京方面高速バス
・ 需要に応じ、高速路線バス付加

レンタサイクルポート ○レンタサイクル貸出。

ツーリング用
サイクルポート ○自転車道利用者向け駐輪場

パーク＆ライド（Ｐ＆Ｒ）
駐車場

○自動車と鉄道バス利用者等を結ぶ観光用駐
車場

主に観光用駅前広場を配置

※東口広場については、京奈和自動車道の地

下部分の事業完了までは暫定使用する。
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(５)整備方向の検討・設定 －交通結節機能の検討

【交通結節施設の配置の考え方】

【補助道路】

主要道路と各ゾーンをアクセスし、主に歩行者、自転車の動
線として、土地利用の増進を図るための道路をシンボルロー
ドとして位置づける。
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(５)整備方向の検討・設定 －土地利用別の導入可能性の検討

開発可能量の検討

 計画対象地区面積は約32.3ha。

 隣接する史跡大安寺旧境内は、開発規制がか
かっており、計画区域より除外する。

 このうち、インターチェンジ、駅前広場、
P&R駐車場等の交通施設用地として約7.0ha
程度が見込まれる。

 開発可能量としては、約26ha程度となる。

・インターチェンジ・駅前広場等 7.0ha

・開発可能量

インターチェンジより東側の区域 22.3ha

JR関西本線より西側の区域 3.0ha

以上開発可能量 25.3ha

開発区域想定図

このイメージは、現在表示できません。

【参考】住宅地の人口規模
計画対象地区の概ねの人口規模を把握するため、
住宅規模に対応した人口密度を参考に示す。

人口密度
・低層住宅 約 80人/ha
・中層住宅 約150人/ha
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(５)整備方向の検討・設定 －土地利用別の導入可能性の検討

商業・観光機能

○商業

 交通結節点に対する有効性（集客性）のため、商業施設を配置
することが考えられる。

 日常商業の利便性を確保し、商業施設を配置することが考えら
れる。

 自動車利用抑制のため、駅の近接に商業施設を配置することが
考えられる。

 周辺の農地を活用し、地元で取れる特産物を販売できる商業施
設が考えられる。

 住環境保全のため、娯楽施設（パチンコ・カラオケ等）は設け
ないこととする。

○観光

 交通結節機能を活用し、様々な観光施設（商業・交流・宿泊な
ど）と複合した道の駅、観光案内所、観光物産店舗、農産物直
売所の整備が考えられる。

 ホテルは当地での誘致が望ましいところであるが、奈良観光の
宿泊率の低さを踏まえ、成立条件を精査し、駅に近接したシ
ティホテルの配置が考えられる。

 アミューズメント施設など娯楽系の観光施設を誘致することは、
地域生活環境保護や景観面から見て望ましくないと考えられる。

【考えられる商業施設】

 地域対象商業施設（スーパー、ホームセ
ンターなど）

 コミュニティ商業施設

 農産物直売所

【考えられる観光施設】

 道の駅

 観光案内所

 観光物産店

 農産物直売所

 シティホテル

 温浴施設

 歴史資料館

 飲食店グルメ村

事例：JR長岡京駅前の

商業施設・交流公益施
設（大手スーパー、生涯
学習施設、フィットネス
クラブが併設）

（出典：道の駅たかのＨＰ）

事例：高速ICに近接した

道の駅（道の駅たかの
（広島県庄原市）
・農産物直販所
・観光情報
・研修交流室
・路線バス停留所
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(５)整備方向の検討・設定 －土地利用別の導入可能性の検討

 住宅地整備に当たっては、利便性とともに環境を重視したスマートシティとすることが考えられる。

 景観等を配慮し、低層や中層集合住宅の導入が考えられる。

 若者、子育て世代と高齢者等多世代が安心安全・快適に暮らせる住宅地形成を図る。

住宅機能

【考えられる住宅施設】

 低層住宅

 中層住宅

 介護付き住宅

 水害などの防災に配慮し、周辺の既存福祉施設と関連した健康福祉施設が考えられる。

 貯留機能を有した健康づくりに資する公園整備が考えられる。

健康福祉機能

【考えられる健康福祉施設】

 スポーツジム

 公園

事例：寝屋川市深北
公園（洪水貯留機能
を持つ公園/貯留時の
状況）

（出典：大阪府ＨＰ）
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(５)整備方向の検討・設定 －土地利用別の導入可能性の検討

 奈良市西部会館（近鉄学園前駅）公共施設と民間
施設の複合施設

【奈良市における整備事例】

 交通結節機能を活かし、地域住民や広域からの利用が可能
な、文化・スポーツ・レクリエーション活動等による、地
域・広域交流施設が考えられる。

 新しい地域拠点の形成に伴い、地域住民の生活利便性を向
上する行政サービス機能や、多世代が交流できる住民のコ
ミュニティ活動を支援する施設の導入。

 一つの機能だけでなく、数種類の機能が合わさった複合施
設の整備が望ましい。

交流施設機能

【考えられる交流施設】

 行政サービス施設

 地域交流施設

 文化芸術施設

 コミュニティセンター

 スポーツ施設（体育館・運動場）

階 施 設 概 要

地下1階 地下駐車場

１階 民間施設 飲食店、通信会社、証券会社

2階 西部出張所 自治会相談窓口、戸籍・住民票交付、国
民年金等窓口

3階 学園前ホール コンサート、講演会等の開催

4～6階 公民館

７階 民間施設 法律事務所、塾等

 高崎文化芸術センター(仮称）（群馬県高崎市）

【その他交流施設整備事例】

・高崎駅と高速IC付近に立地
・文化による交流
・ビジネス活動や市民活動の支援
・施設内容

・音楽ホール
・商業・オフィス機能
・体育館

（出典：高崎市ＨＰ：

「高崎文化芸術センター（仮
称）・基本設計」）

（出典：奈良市ＨＰ）
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(５)整備方向の検討・設定 －景観形成の検討

景観に配慮したまちづくり

• 歴史的建造物である史跡大安寺旧境内を考慮した景
観形成を図る。

• 周辺の自然環境と調和した景観形成を図る。

• 大池（勝間田池）からの眺望景観に配慮する。

• 奈良の都を感じることが出来る鉄道高架駅からの眺
望の形成を関係機関等と検討する。

大安寺 大池（勝間田池）からの眺望

新駅

新駅か
ら若草
山方向

【参考】新駅ホームからの見え方（高さ関係図）
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(６)まちづくり基本構想・整備方針（案）－基本理念・基本目標

基本理念

奈良観光ゲート・アンド・イータウン（NARA・GET）

－いにしえの歴史から未来につながる奈良市観光ゲートと環境・交流都市の創造－

 平城京条坊内の大安寺・東市の賑わ
いの地である計画地において、新た
な交通結節点のポテンシャルを活か
した地域拠点、観光周遊拠点を形成
するとともに、豊かな地域資源を活
かして、環境に配慮（eco)し人々が
交流（exchange)する、にぎわいが
ある「いいまち」の創造を図る。※NARA・GET：Nara tourism gate&eco+exchange town

基本目標

基本目標１：

新たな奈良市の地域拠点の形成

（仮称）奈良ＩＣ及びＪＲ関西本線新駅の
整備を活かした交通結節点の構築と周辺
地域のまちづくりによる新たな奈良市の
地域拠点・観光周遊拠点の形成を図る。

 奈良市南部地域に新たに交流拠点を形成
し、人々が交流でき、活気が生まれるま
ちとする。

 商業・観光施設を配置し、Ｐ＆Ｒ利用者
にとって利用しやすく、単なる交通・観
光拠点ではなく、奈良市の新しいまちを
感じ、享受してもらう、交流機能を有す
る地域拠点とする。

 奈良市内の交通渋滞と観光の問題点を解
消する交通結節点形成を図る。

基本目標２：

安全・安心で良好な市街地の形成

JR関西本線新駅周辺において、環境との
調和にも配慮した、安全・安心で良好な
市街地の形成を図る。

 徒歩圏内に、JR関西本線新駅が整備さ
れる利便性を活かし、多様な世代が交流
できる快適な住宅地の形成を図る。

 奈良の風格や地域らしさを重視し、安全
で安心かつ、環境に配慮したまちづくり
を行う。

 交通施設などと連携し、先進的な環境住
宅都市となるまちづくりを目指す。

 環境の整った利便性の高い住宅地を供給
する。

基本目標３：

歴史・水・緑の魅力あるまちづくりの実現

歴史的資源（史跡大安寺旧境内、東市な
ど）及び自然的資源（水辺のネットワー
ク）を活かした魅力あるまちづくりの実現
を図る。

 地域の資源を最大限に活かし、個性的で
魅力あるまちづくりを図る。

 地域住民が主体となり、地域資源（水・
緑・歴史）の環境を活かした先進モデル
住宅地とすることにより、地域住民に
とって、歴史的に繁栄した時代の再生に
つながる、誇りと愛着のまちづくりとな
ることを目指す。

 商業施設や交流施設と地域環境（農業・
自然・歴史）との調和を図り、地区環境
が損なわれないように配慮する。



21

【土地利用方針】

・交通結節機能を活かした交通施設ゾーンを整備し、市内の渋滞緩和を図る。
・観光拠点を中心とし、地域の歴史や環境を活かした観光ルートを整備するこ

とで、西ノ京や奈良公園周辺等近隣ゾーンとの結節を図る。
・地域住民の交流の場となるゾーンの形成を図る。
・若者、子育て世代と高齢者等多世代の交流を育む。
・周辺の住宅地を含め、環境に配慮した住宅地の形成を図る。
・都市計画制度により、周辺を含め計画的に土地利用を進める。

(6)まちづくり基本構想・整備方針（案） －土地利用構想（案）

【土地利用構想 （１案）】 【ゾーンの設定】
○交通施設ゾーン

・西口広場：地域交通のための駅

前広場

・東口広場：観光交通のための駅

前広場

・Ｐ＆Ｒ駐車場：観光用駐車場

・鉄道高架下駐輪場：地域交通

のための駐輪場

・レンタサイクルポート

○商業・観光・交流施設ゾーン

・地域住民を対象とした商業施設

（スーパー等）

・農産物直売所

・ホテル、温浴施設等

・地域・広域交流施設
・行政サービス施設等

○住宅ゾーン
・景観や周辺の環境に配慮した
中層集合住宅や戸建住宅

○健康福祉ゾーン
・健康・福祉増進施設（スポーツ
施設、ケアハウス等）

・公園
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【土地利用方針】

・交通結節機能を活かした交通施設ゾーンを整備し、市内の渋滞緩和を図る。
・観光拠点を中心とし、地域の歴史や環境を活かした観光ルートを整備するこ

とで、西ノ京や奈良公園周辺等近隣ゾーンとの結節を図る。
・地域住民の交流の場となるゾーンの形成を図る。
・若者、子育て世代と高齢者等多世代の交流を育む。
・周辺の住宅地を含め、環境に配慮した住宅地の形成を図る。
・都市計画制度により、周辺を含め計画的に土地利用を進める。

(6)まちづくり基本構想・整備方針（案） －土地利用構想（案）

【土地利用構想 （２案）】 【ゾーンの設定】
○交通施設ゾーン

・西口広場：地域交通のための駅

前広場

・東口広場：観光交通のための駅

前広場

・Ｐ＆Ｒ駐車場：観光用駐車場

・鉄道高架下駐輪場：地域交通

のための駐輪場

・レンタサイクルポート

○商業・観光・交流施設ゾーン

・地域住民を対象とした商業施設

（スーパー等）

・農産物直売所

・ホテル、温浴施設等

・地域・広域交流施設
・行政サービス施設等

○住宅ゾーン
・景観や周辺の環境に配慮した
中層集合住宅や戸建住宅

○健康福祉ゾーン
・健康・福祉増進施設（スポーツ
施設、ケアハウス等）

・公園
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（７）計画実現に向けての方針

●基盤整備の取り組み
○大和北道路及び（仮称）奈良ＩＣの整備
・平成２１年３月より、国土交通省近畿地方整備局奈良国道事
務所により実施中であり、奈良市は、事業に協力し早期開通の
実現を促進する。

○ＪＲ関西本線新駅及び高架化
・奈良県事業として市、ＪＲと協力のもと、実施に向けた取り
組みが行われている。

○（都）西九条佐保線（（仮称）奈良ＩＣより北側）
・奈良県事業により平成３０年代半ばの完成を目指し、平成２
７年度末の事業化に取り組んでおり、奈良市は事業に協力し事
業完成を促進する。

○（都）西九条佐保線（（仮称）奈良ＩＣより南側）
・計画対象地区における面的整備の動向に合わせ、市事業とし
て整備の検討を行う。

○県道京終停車場薬師寺線の整備（（都）西九条佐保線より西
側）

・都市計画道路としての位置付けを行い、奈良県事業として事
業化を検討している。

○西口広場の整備
・新駅事業に合わせ、関係機関等と協議を行い、都市計画決定
後、市事業として事業化に取り組む。

○東口広場の整備
・新駅事業に合わせ、Ｐ＆Ｒ、観光周遊バス等の実現化に向け
て関係機関等と協議を進める。

○東西道路の整備
・新駅を核とした「ならまちエリア」から「西ノ京エリア」の

東西軸を繋ぐ交通ネットワーク、観光ルートを奈良県、奈良
市が協働で整備の検討に取り組む。

○計画対象地区の面的整備及び補助道路等
・計画対象地区を面的整備し、防災対策、浸水対策に配慮した
まちづくりが可能となり、補助道路を含めた地区全体を一体的
に整備できる土地区画整理事業が有効と考えられ、地権者の協
力のもと民間活力を活かした土地区画整理事業等、関係機関等
との協議しながら整備手法を検討し事業化を促進する。

●都市計画の取り組み
○市街化区域への編入
・計画対象地区の面的整備（土地区画整理事業等）実施に向けての
熟度に合わせ、関係機関等との協議を行い、市街化区域の編入を
促進する。

○用途地域等の指定
・計画対象地区の面的整備（土地区画整理事業等）実施に向けての
熟度に合わせ、関係機関等との協議を行い、良好な環境確保のた
め、適切な土地利用の誘導を図るため、用途地域等の指定を行う。

○高度地区の指定
・計画対象地区の面的整備（土地区画整理事業等）実施に向けての
熟度に合わせ、関係機関等との協議を行い、眺望景観に配慮、周
辺地区との調和するため、建築物の高さの最高限度を制限し、高
度地区の指定を行う。

○地区計画の決定
・計画対象地区の面的整備（土地区画整理事業等）実施に向けての
熟度に合わせ、関係機関との協議を行い、地区の特性を活かした
きめ細やかなまちづくりの実現のため、地区計画の決定を行う。

計画の実現に当たっては、周辺の道路整備や計画対象地区の面的整備などの基盤整備とともに、計画対象地区の市街化区域
への編入など都市計画についての取り組みを行うことが必要となる。主な事業は以下の通り。



参考資料

地域の観光資源（六条大路等）

・新駅及び（仮称）奈良IC予定地の東に「史跡大安寺旧境内」
がある。

・大安寺は平城京では南都七大寺のひとつで南大寺とも呼ばれ、
地域の歴史の象徴、最大の観光資源といえる。

・平城京における大安寺は、六条大路と東三坊大路交差部の東
側に位置し、南大門は六条大路に面する。また、西塔と東塔
は今の八幡宮の南側に位置する。

・大安寺北側の杉山古墳は、前方後円墳の緑の姿をとどめ貴重
である。

・西ノ京地区からのびる「歴史の道」が観光ルートとなってい
る。

・現在の西九条町、杏町周辺にあったとされる平城京東市は、
大陸からの人や物資も集まった市で、観光上重要との意見が
ある。
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